
日本列島回転日本列島回転日本列島回転日本列島回転 瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海
化　石 放射年代（Ma) 化　石 化　石 放射年代（Ma) 日本海拡大日本海拡大日本海拡大日本海拡大

3.76±0.19
12Ma 13.96±0.71 回転は終了している

14.62±0.83 （12Ma) 瀬戸内火山岩類
14.82±0.3314.82±0.3314.82±0.3314.82±0.33 14～12Ma

14Ma 西南日本への沈み込
有孔虫化石 13.5±0.7

13.50±0.5413.50±0.5413.50±0.5413.50±0.54 神野浦部層 加佐ノ岬層
15Ma 14.12±0.71 有孔虫 36°回転 四国海盆の形成

14.45±0.73 塩汲峠部層 Vicarya,Geloina Geloina ※15.7±0.3 (17～15Ma) 第一瀬戸内海
ニシン科化石 14.47±0.5414.47±0.5414.47±0.5414.47±0.54 台島型植物化石
台島型植物化石群14.9±0.7 名島部層 足羽山凝灰岩ニシン科化石

糸生湖成層 コイ科化石 ※17.1±0.3 14°回転
コイ科化石
阿仁合・台島型植物化石

17.98±0.4217.98±0.4217.98±0.4217.98±0.42 糸生層下部 ※19.2±0.9（FT）
20Ma 19.2±0.7，20.2±0.7

阿仁合型?

丹後半島の層序と化石は，山元・星住(1988)，弘原海ほか(1966)，尾上(1978)，古橋(1977）による．放射年代は、本報告（太文字）と山元・星住(1988),古山ほか（1997）による
大浦半島の層序と化石は，中川ほか(1988）による．
福井北部の層序・化石・放射年代と日本海の回転の項は中島ほか(1990）による．※印の年代値は同じ層内の平均値を示す．
瀬戸内海は巽(1983）によって作成した．

層　序

高柳層

糸生層上部

下層

有孔虫化石
（15-15.5Ma)

経ヶ岬安山岩

八鹿層

丹後半島丹後半島丹後半島丹後半島

豊岡層

丹後層

層　序
福井北部福井北部福井北部福井北部

尼御前岬層

国見層
網野層

平部層

野尻部層

砂方部層

青葉山安山岩16.4±1.0Ma16.4±1.0Ma16.4±1.0Ma16.4±1.0Ma

層　序
大浦半島大浦半島大浦半島大浦半島


